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事業評価監視委員会（第4回）委員からのご質問等について

●鉄道事業者が保有している地質データは使用しなかったのか

●鉄道事業者との工事調整が可能ではなかったのか

●事業化前に合意形成を図れなかったのか

●地元協議等の受けとめ方について

●地元要望等に対して，過剰な投資となっていないか
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〈経緯〉

鉄道事業者が保有している地質データは使用しなかったのか

〈経緯〉

鉄道事業者 道路事業者

Ｈ１５
地質調査を実施
概略 査 箇所

ボーリングデータを提供してもら
設計を実施 事業費を算出

提供Ｈ１５
（概略調査 ７ 箇所） い設計を実施。事業費を算出

事業化

提供

Ｈ１７ 事業化原位置での追加ボーリング
（２３箇所）

提供

Ｈ１８～Ｈ１９
原位置での追加ボーリング

（２９箇所）提供

2

両事業者とも地盤改良等を実施



〈北千葉道路〉 現地調査結果

地質調査箇所で地質状況が異なる。
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〈経緯〉

鉄道事業者との工事調整が可能ではなかったのか

〈経緯〉 鉄道事業者 道路事業者

Ｈ１７ 事業化 事業化

Ｈ１８ 用地着手 用地着手

Ｈ２０ 用地完了 工事着手

Ｈ２１ 残件１件 （用地交渉の難航）Ｈ２１ 残件 件 （用地交渉 難航）

Ｈ２２ 供用

Ｈ２５ 工事着手予定

可能な限り
調整を実施

調整を図った区間 コストが増加した区間
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〈経緯〉

事業化前に合意形成を図れなかったのか

〈経緯〉
北千葉道路 牛久土浦バイパス

都市計画 手続き開始

北千葉道路

都市計画の手続き開始Ｈ3Ｈ16 都市計画の手続き開始

事業化Ｈ4

都市計画の手続き開始Ｈ3

都市計画説明会（千葉県）H17，3

都市計画決定Ｈ6H17，4 事業化

Ｈ17.12 都市計画決定

H17～ 地元設計説明会（国）
権 が 施 つくば市と協議

地元設計説明会
Ｈ9～
H14

H14
H19 （権限代行区間は国が実施）

土浦市と協議

つくば市と協議H14

H18H19 都市計画変更決定

（理由）

都市計画決定時では地元の一定程度合意形成がなされたと認識。
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都市計画決定時では地元の 定程度合意形成がなされたと認識。
その後、事業化に合わせ、より詳細な地元調整を実施。



地元協議等の受けとめ方について

北千葉道路 牛久土浦バイパス

集 落

踏 切

北印旛沼

踏 切

集落間経路
横断ボックス位置（当初）

横断ボックス位置（変更）

旧茎崎町

つくば市

土浦市

成田湯川駅

北印旛沼

集落間経路

横断ボックス位置（当初）

横断ボックス位置（変更）

土浦市

横断間隔約 300m

横断間隔約 200m

横断箇所周辺は圃場整備された優良農地であり、
現道の横断箇所は７箇所。
当初７→２箇所に集約する計画だったが、農耕作

横断箇所は農地および住宅地にあり、現道の横断箇所は２３箇
所。
当初２３→１０ 箇所に集約する計画だったが、地元協議の結果、

箇所を確保する とにな た

横断間隔約 200m

当初７ ２箇所に集約する計画だったが、農耕作
業に支障を来たすため、現道と同じ数の７箇所を確
保することになった。

１５箇所を確保することになった。

横断箇所については、土地利用状況によって必要箇所数が異なるため、
現場にあった計画とする必要がある。
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地元要望等に対して，過剰な投資となっていないか

北千葉道路 牛久土浦バイパス

地元要望の状況 河川管理者（茨城県）との協議の状況

地元要望案 国交省見直し案

地域分断をなくし鉄道と
様 高 構造

盛土構造＋横断ボックス

１０２億円 ８７億円
乙戸川橋横断時の経路（当初）
乙戸川橋横断時の経路（変更後）
河川管理用道路追加箇所

同様に高架構造。
盛土構造＋横断ボックス

成田新高速鉄道
北千葉道路

横断ボックス（H3.8m×W7.0m）

深層混合処理 Ｌ＝１２ ５ｍ（平均）

成田新高速鉄道
北千葉道路

現況 ３ｍ以下

当初想定した国交省案だと迂回が多く（約８００ｍ迂回）、
災害時に適切な管理を図る必要がある。

深層混合処理 Ｌ＝１２．５ｍ（平均）

【工夫】

高架構造では高価となるため、経済比較を行い、
盛 造 ボ 造

現況

採用案
盛土構造＋横断ボックスの構造にした

3m

採用案

構造令で定める最小幅の３ｍを確保し、
現況の管理用通路幅３ｍを満足。

約 ２億円 7


